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令和５年７月 31日 

日本下水道事業団 

 

建設工事受注者の負担軽減のため、入札・契約制度の追加改正 

や施工管理にかかるデジタル技術を活用した取組みを推進します。 

 

日本下水道事業団（ＪＳ）では、品質の確保、入札参加機会の拡大、受注意欲の促進等を図

ることを目的として、令和５年度当初に行った改正に続き、建設工事受注者の負担を軽減す

るための入札・契約制度の追加改正を行います。併せて、デジタルトランスフォーメーシ

ョン（ＤＸ）の推進により、生産性の向上を目的とした施工管理にかかるデジタル技術活

用の検証を行います。 

 

（入札・契約制度の追加改定） 

１．入札時における概略工程表の開示 

一般土木及び建築工事の入札公告の参考資料として、ＪＳが工期を設定した根拠とな

る工種毎のバーチャートや工事工程に影響する内容等の施工条件を示した概略工程表を

添付します。 

 

２．入札時に記載する工期に係る運用の明確化 

入札公告に掲げる工期について、地方公共団体との協定における完成期限を超えるこ

とが想定される場合にあっては、ＪＳと地方公共団体との間で協議を行い、実際に必要

とする工期を入札公告において明確にします。 

 

（施工管理にかかるデジタル技術の活用） 

３．施工管理の効率化 

ＪＳは、建設現場の遠隔臨場の普及拡大や BIM/CIM 活用の推進、工事情報共有システ

ムの全工事適用など、施工管理の効率化に関する取組を進めています。 

今後は更なる効率化に向けて、「出来形計測等施工管理へのデジタル技術導入」の適用を

推進することにより、建設工事受注者の生産性向上に取り組みます。 

 

４．実施時期  

１．及び２．については、令和５年９月１日以降に行う公告から適用します。 

３．については、令和６年度から一部工事での適用を目指し、令和５年度にＪＳ施工現

場で技術の検証を行います。 

Since 1972 
皆様とともに 50 年 



 

 

 

 

 概略工程表（見本） 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

日本下水道事業団 

事業統括部技術監理課 

TEL 03-6361-7840 


